
工場にて型枠，主鉄筋の組立�

完　成� 養生・地覆型枠・地覆コンクリート打設� 結束後，コンクリートを打設する�

鉄筋付き鋼製パネルをトラックで現�
場に搬入し，クレーン等で敷設�

８パネル程度を架設した後，配力�
筋をパネル内に差込み，結束する�

１． はじめに

橋梁工事で採用されているRC床版は，桁の上

に鉄筋を組み，型枠・足場・支保を設置し，コン

クリートを打設する方法が一般的である。

今回，鉄筋と型枠と一体化した新たなRC床版

工法として「TTM床版工法」を関東地方整備局

大宮国道事務所管内の鴨川大橋で施工したので紹

介する。

２． 技術概要

TTM床版工法は，鋼製型枠と主鉄筋を工場で

一体化し，工事現場では支保工等の仮設材を簡略

「施工技術開発探訪」コーナーでは，国土交通省が発注する工事において実際に活用された優れた施工技
術・工法を「コスト縮減」「安全」「環境」「リサイクル」と四つのキーワードに分類し紹介していきま
す。また，有用な技術をどのようなコンセプトで開発したのか，いつ新技術の導入を考えたのかなど，実
際に携わった方々のご意見も伺いながら，開発者，発注者，施工者の観点からも新たな施工技術を紹介し
ていきます。

TTM床版工法
―従来工法より２０％コスト縮減を目指して―
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全体工期５カ月� 全体工期2.5カ月�

○現地での主鉄筋の加工が必要�

○床版打設用足場が必要�
打設足場・型枠が不要�

工場製作により現地加工が不要�

現地での配力筋の加工�

床版コンクリート打設�

地覆および壁高欄工（簡素化）�

RC床版� TTM床版�
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化して急速施工するものである。

従来のRC床版と比べ，同一の主筋配置作業を

現場で行わないことから，鉄筋が設計図どおり配

置できることと，鋼製型枠によるプレハブ化で下

方への飛来事故が防止できるなど，安全性が向上

する。

３． 技術の特徴

従来のRC床版に比べ

� 工期が大幅に短縮

・床版足場，型枠の施工が不要

・主筋の現場加工が不要

・地覆および壁高欄工の施工性が向上

� コスト縮減に大きく寄与

・足場の費用が削減

・施工効率が向上

� 安全性が向上

・床版足場・支保，床版型枠の設置・撤去がな

い

� 品質が向上

・工場製作なので，配筋が設計通り配置され，

コンクリート打設時においても鉄筋が移動し

にくいので，床版自体の品質が向上

４． 施工上の留意点

� 施工上の留意点として，従来のRC床版では

型枠によりコンクリートを打設するので型枠を

取り外すときに底版部の出来映えを確認できる

が，TTM床版では鋼製型枠を取り外す必要が

ない分，底版部にコンクリートが適切に施工さ

れているかが確認できない。

コンクリート打設時の管理が重要となってく

る。

現在は，底版部の施工状況が把握できるよう

に，点検口を設置して施工状況や将来のクラッ

クの確認もできるように配慮した。

� パネル架設および地覆，高欄施工時には足場・

安全施設（親綱，落下防止ネット，手摺り等）

が必要である。

� 本工法の手すりは，地覆パネルにボルトで設

置となっているが，手すり（単管パイプ）を設

置するとパネルがややたわんでしまうので改善

が必要と思われる。

� グリップ，帯鋼の材質が鉄筋よりサビが生じ

やすいので，防錆対策が必要である。

� 現場組立筋（配力筋）は，パネル架設がある

程度進行したところで段階的に行わないといけ

ない。

� 主桁上フランジ上のスラブ止め鉄筋とTTM

床版の取り合いが問題。

TTM床版と RC床版の比較
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５． 技術開発にあたって
（開発者）

� 開発のコンセプト

・工事施工期間が従来のRC床版より大幅に短

縮できること。

・工事安全性が高く，施工しやすいプレハブ床

版であること。

・設計図どおり配筋できることとコンクリート

の被り量が確保できること。

上記内容を満たすことにより，コスト縮減が図

られることをコンセプトとした。

� 開発で苦労した点

・プレハブ化するための鋼製型枠の選定に当た

り，コスト面やライフサイクルで試行錯誤し

た。

・上下鉄筋をある間隔で継ぐためのグリップ

（左図参照）のピッチや形状を決定するた

め，静的載荷試験を実施するなど，TTM床

版工法の形態を見出すまで１０年以上の年月を

要した。

６． 本技術の採用理由と採用時期
（発注者）

� 採用理由

採用理由の最大の目的は工期短縮であった。

鴨川大橋架替工事は，現道上の工事なので極力

工期短縮が図れるものとしてTTM床版工法を採

用した。

その前提として，大宮国道事務所ではTTM床

版工法の採用は今回が２例目であり，１例目（平

成１５年８月頃）で本工法の信頼性，優位性が確認

できていたことが大きな要因となった。

	 採用時期

本工法導入を決定した時期は設計段階だった。

７． TTM床版工法への視点

次ページの図のとおり。

強度静的載荷試験状況
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８． おわりに

発注者および施工者からの「今後の課題」を解

決するために，日々検討を進めている。施工を通

じてこの工法の信頼性，優位性を向上させるとと

もに，多様な施工現場に対応できるよう，今後も

発注者・施工者と意見交換を実施していく。ま

た，材質や形状，施工法に新たな工夫を凝らし

て，ライフサイクルコストも縮減できるように努

力していく。

最後に，TTM床版工法はRC床版の新たな施

工法として開発されたものであり，同じ一般橋

（鈑桁・箱桁）に用いられるグレーチング床版や

合成床版，プレキャスト PC床版とは適用範囲が

異なることを明確にすることで，工期短縮やコス

ト縮減だけで採用されることのないように PRし

ていきたい。

開

発

者

�） 技術評価

・床版をプレハブ化したことにより，

足場・支保工が低減でき，工期短縮

や安全性が多く向上した。

�） 今後の課題

・床版パネルの規格を標準化すること

により，常時生産による量産効果か

ら従来工法より２０％のコスト縮減を

目指す。

施

工

者

�） 技術評価

・現場での工期は短縮できる。

�） 今後の課題

「工期が早く，出来型管理が容易だ

った。作業半径の関係からパネル設置

の際１００t大吊のクレーンを保持せざ

るを得ず余計な費用がかかった。これ

を含め施工方法の改善は今後の重要な

課題と考える。」

発

注

者

�） 技術評価
・工期は，当現場では通常のRC床版で約５カ月かかるところが３カ月（製作が２週間）

で完了しており，約２カ月間の工期短縮となった。

・グリップ，帯鋼でのサビの発生が目立った。

・地覆張出し部のたわみ等への対策

・工場製作なので製品としての精度がよく，また，鉄筋の被りも確実に確保できる。

�） 今後の課題
・グリップ，帯鋼の材質が鉄筋よりサビが生じやすいので，防錆対策が必要である。

・パネル架設および地覆，高欄施工時には足場・安全施設（親綱，落下防止ネット，手摺

り等）が必要である。

・本工法の手すりは，地覆パネルにボルトで設置となっているが，手すり（単管パイプ）

を設置するとパネルがややたわんでしまうので改善が必要と思われる。

・主桁上フランジ上のスラブ止め鉄筋とTTM床版の取り合いが問題。

TTM
床版工法

発注者：大宮国道事務所 工務課 滝沢 昇氏

施工者：海洋工業株式会社富士営業所 所長 高橋 司氏

開発者：株式会社 シェグ橋梁研究所 技術部長 酒谷 良典氏
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